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国際会計基準審議会（IASB）は2010年7月

に保険契約に係る会計基準の公開草案（ED）

を公表した。このEDに対するコメントの中に

は、保険業務に対して課される税金の会計処理

に係る懸念を表明するコメントが含まれていた。

本稿では、この保険業務に対して課される税金

の会計上の取扱いを考察する。なお、IASBは

本件に関する議論を2011年の9月以降に行う

予定であり、本稿執筆時点では未だ何の結論も

出していない。よって、文中の意見にわたる部

分はすべて筆者の私見である。

2010年7月にIASBが公表したEDには、次

のような規定が含まれていた。

B62 履行キャッシュ・フローの見積りに当たっ

ては、法人所得税の支払及び受取は考慮しな

い。これらの支払及び受取は、IAS第12号

「法人所得税」に従って、別途、認識、測定

及び表示される。

この提案に対して特定の税管轄地（英国、豪

州、カナダ及び南アフリカ）から、次のような

懸念が表明された。

�保険業務に対して課される税金の中には実質

的に保険契約者（ポリシーホールダー）の所

得に対して課される税金がある（ポリシーホー

ルダー・タックス）。このようなポリシーホー

ルダー・タックスは保険契約又は保険活動に

直接関係するので履行キャッシュ・フローの

見積りに含めるべきである。

�ポリシーホールダー・タックスに係るキャッ

シュ・フローは、保険契約が長期の契約であ

ることからその時間価値が重要である。よっ

て、これらのキャッシュ・フローはIAS第

12号又は米国会計基準Topic740の規定いか

んにかかわらず現在価値に割り引かれるべき

である。例えば、保険債務が現在価値に割り

引かれる一方で、その保険債務を裏付ける資

産の再評価によって生じた一時差異に係る繰

延税金負債が現在価値に割り引かれないとし

たならば、保険債務の評価と繰延税金負債の

評価に不整合が生じる。

2番目の問題、すなわち繰延税金の現在価値

への割引に関しては、保険契約だけではなくす

べての取引に関して既に存在している問題であ

る。よって、この問題は保険プロジェクトでは

なく、将来、法人所得税プロジェクトにおいて

取り扱うことが適当と考える。一方で、1番目

の問題、すなわちポリシーホールダー・タック
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スを履行キャッシュ・フローに含めるかどうか

に関しては保険プロジェクト固有の問題である

ので、保険プロジェクトで取り扱うことが適当

であると考える。

保険業務に対しては、他のビジネスと同様に、

通常は株主に帰属する利益に対して法人所得税

が課される。多くの税管轄地では、保険業務に

係る課税所得は会計上の利益に対して一定の税

務調整を加減算して計算される。

しかしながら、英国、豪州、カナダ及び南ア

フリカといった国では、保険業務に対しては株

主の利益だけでなく保険契約者の利益に対して

も法人所得税が課されているという主張がある。

このような主張の背景として、これらの税管轄

地では保険業務に対する法人税が保険業者の投

資所得に対して課されているという事実がある。

すなわち、保険業者の投資所得は最終的には株

主と保険契約者に分配されるので、保険業者の

投資所得に対して課税されるということは、究

極的には株主利益と保険契約者利益の両方に課

税されると考えられているのである。これらの

税管轄地では、株主に対する個人所得税率と保

険契約者に対する個人所得税率が違うので、株

主利益と保険契約者利益には別の税率が適用さ

れることがしばしばである。よって、課税対象

となる投資所得も株主帰属分と保険契約者帰属

分に分けられて、別の税率が適用される。これ

ら税管轄地の税制の概要は次のとおりである。

� 英国では、保険ビジネスは、IマイナスE

ベーシスといわれる税制に基づき投資所得に

対して課税される。株主に帰属する利益は国

際財務報告基準（IFRS）に従った会計上の

利益に一定の調整を加えて計算され、通常の

法人税率を適用して課税される。投資所得と

株主に帰属する利益の差額は保険契約者に帰

属する利益とみなされ、低い税率で課税され

る。

� 豪州では、保険会社が保有するスーパーア

ニュエーション・ファンドはその他の資産と

区分経理され、そのファンドから生じる所得

は管理手数料を控除した後に低い税率で課税

されるか、又は、課税が免除される。控除さ

れた管理手数料は、保険会社固有の所得とし

て通常の法人税が課される。

� カナダでは、保険会社に対して、通常の法

人所得税のほかに投資所得に対する法人税が

課される。通常の法人税が、会計上の利益に

一定の税務調整を加減算して計算した課税所

得に対して課されるのに対して、投資所得に

対する法人税は保険会社の保険準備金の額に

一定のイールドを乗じて計算した推定投資所

得金額に対して課税される。この投資所得に

対する法人税は、保険契約者に課税する“代

わり”であると説明されているので、実務に

おいては、IAS第12号の適用範囲外である

と考えられている。

� 南アフリカでは、税務上、保険会社は3つ

の保険契約者ファンドと1つの保険会社ファ

ンドを別々に設定しなければならない。各ファ

ンドの受益者が誰であるかによって、それぞ

れのファンドから生じる所得は異なる税率で

課税されるか、又は、課税が免除される。

豪州を除いて、これらの税制は参加型の特徴

を持つ保険契約だけではなく、非参加型の特徴

を持つ保険契約にも適用される。

前述したとおり、EDに対するコメント提出

者は、ポリシーホールダー・タックスが履行キャッ

シュ・フローに含められないとしたならば、保
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険契約に係る税金のキャッシュ・フローが現在

価値に割り引かれない一方で、保険契約に係る

その他のキャッシュ・フローが現在価値に割り

引かれることになることに懸念を表明している。

しかしながら、税金債務の現在価値割引の問題

はすでにIAS第12号に存在する問題であり、

保険契約特有の問題ではない。

あるコメント提出者は、ポリシーホールダー・

タックスが履行キャッシュ・フローに含められ

ないとしたならば、保険契約債務が過少計上さ

れることになると考えた。しかしながら、これ

は的を外れた指摘であると考える。なぜなら、

保険契約が将来にキャッシュ・アウトフローよ

りも多くのキャッシュ・インフローを生み出す

という一般的な状況においては、ポリシーホー

ルダー・タックスを履行キャッシュ・フローに

含めるかどうかによって、少なくとも当初認識

時の負債金額には影響を与えないからである。

それは、むしろ、当初認識時のマージンの金額

に影響する。マージンは、当初認識後は時の経

過とともに損益として認識される。

保険契約が将来にキャッシュ・インフローよ

りも多くのキャッシュ・アウトフローを生み出

すという特殊な状況においては、ポリシーホー

ルダー・タックスを履行キャッシュ・フローに

含めるかどうかによって、当初認識時の負債金

額が違ってくるかもしれない。しかしながら、

このような状況においてポリシーホールダー・

タックスに係る追加負債を認識すべきであると

する見解もまた、的外れであろう。なぜなら、

当初認識時においては、ポリシーホールダー・

タックスの課税対象となる所得が未だに財務報

告上、認識されていないからである。

本件に係る本当の論点は会計上のミスマッチ

であると考える。もし、ポリシーホールダー・

タックスが履行キャッシュ・フローに含められ

ないとしたならば、含められた場合と比べて大

きなマージンが当初認識され、そのマージンは

時の経過とともに損益に認識される。一方で、

ポリシーホールダー・タックスは投資所得を収

受したときに認識されるので、マージンの損益

認識と税金費用の認識にタイミングのズレが生

じるからである。

この問題は、また、参加型の特徴を持つ保険

契約に関連してのみ存在する。なぜなら、非参

加型保険契約の場合、投資所得がマージンとは

別の所得源泉と考えられているからである。非

参加型保険契約の場合、投資所得に対する税金

は投資所得から支払われるのであって、マージ

ンから支払われるのではないと考えられるので、

上述したような会計上のミスマッチは生じない

と考えられる。

参加型契約に関して、IASBは、保険契約債

務の測定を関連する資産の測定と連動させるこ

とに暫定合意した。その結果、保険契約から生

じる損益もまた、投資された保険料から生じる

利得と連動することとなる。そうすると、投資

した保険料から生じる利得に対する税金もまた、

参加型契約に係る損益に反映させるべきではな

いかという疑問が生じる。

この会計上のミスマッチという問題に対して

は、次のような解決策が考えられるのではない

だろうか。

� ポリシーホールダー・タックスを履行キャッ

シュ・フローに含めることで、ポリシーホー

ルダー・タックスを損益認識しない（A案）。

� ポリシーホールダー・タックスの認識をマー

ジンが損益認識されるまで繰り延べる（B案）。

� マージンの損益認識をポリシーホールダー・

タックスが認識されるタイミングに合わせる

（C案）。

� EDの提案を変えない（D案）。
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A案：ポリシーホールダー・タックスを履行キャッ

シュ・フローに含める

この案の支持者は、次の理由から、ポリシー

ホールダー・タックスを履行キャッシュ・フロー

に含めるべきであると考える。

�ポリシーホールダー・タックスは保険契約者

に対して直接に賦課される。よって、ポリシー

ホールダー・タックスは保険契約又は契約活

動に直接関係する費用である。

�ポリシーホールダー・タックスを履行キャッ

シュ・フローに含める処理は、現在実務で行

われている会計処理と整合的である。すなわ

ち、実務では、保険会社は、その他の関連す

る経費と同様に、ポリシーホールダー・タッ

クスに係る引当金をファンド会計上、純資産

から控除している。

もし、この案を採用した場合には、ポリシー

ホールダー・タックスが形式上、IAS第12号

に定める法人所得税の定義に当てはまることか

ら、IAS第12号に対して新しい例外規定を設

けることとなる。

B案：ポリシーホールダー・タックスの認識を

マージンが損益認識されるまで繰り延べる

この案を採用した場合には、ポリシーホール

ダー・タックスに係る費用は、関連するマージ

ンが損益認識されるまで繰り延べられる。この

案の支持者は、ポリシーホールダー・タックス

が発生した場合、保険会社はこの税金費用を保

険契約者に付け替えようとするので、その付け

替えが済むまで税金費用の認識を繰り延べるべ

きであると考える。保険会社は、ポリシーホー

ルダー・タックスをマージンに吸収させる形で

付け替えを行うので、この税金資産はマージン

の損益認識に合わせて時の経過とともに解消さ

れる。

なお、ここでいう税金資産とは、一時差異や

繰越欠損金に対する繰延税金資産ではない。こ

れは、ポリシーホールダー・タックスに関連し

て発生する保険契約者に対する債権である。

C案：マージンの損益認識をポリシーホールダー・

タックスが認識されるタイミングに合わせる

この案の支持者は、マージンを損益認識する

パターンをポリシーホールダー・タックスが発

生するタイミングを反映するように調整するべ

きであると考える。ポリシーホールダー・タッ

クスが履行キャッシュ・フローに含まれていな

い場合、保険会社は保険契約者に追加のマージ

ンを賦課することでポリシーホールダー・タッ

クスに係る追加コストを回収しようとする。よっ

て、この追加マージンは、ポリシーホールダー・

タックスの発生に合わせて損益に認識されるべ

きであると考える。

この案を採用した場合には、マージンの一部

が時の経過とともに損益認識され、別の一部が

税金の発生に伴って損益認識されることとなる。

D案：EDの提案を変えない

この案の支持者は、次のような理由から、ポ

リシーホールダー・タックスをその他の税金と

分けて取り扱う必要はないと考える。

�すべての法人所得税は基本的には個人所得税

の前払である。それが株主の税金に対する前

払であるか、保険契約者の税金に対する前払

であるかの違いは、財務会計上の法人所得税

の定義において決定的な要素ではない。

�法人所得税の一般的な性質は、それが間接的

な費用であることである。なぜなら、法人所

得税は個々の取引に対して課されるものでは

なく、企業全体として課されるものだからで

ある。法人所得税の特定の部分や特定の種類

の法人所得税が個々の取引や個々の契約に関

連する場合もあるが、そのような場合でも、

他の部分や他の種類の法人所得税は個々の取

引や個々の契約と関連しておらず、全体とし
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て個々の取引や個々の契約との関係は間接的

である。

�経済的な観点からは、企業は法人所得税に係

る費用を価格決定メカニズムを通じて顧客に

転嫁している。これは、税金が株主に帰属す

るものであるか、それとも保険契約者に帰属

するものであるかには関係がない。

これらの案の中でB案とC案については、

会計上のミスマッチを解消するという観点から

は有効ではあるが、マージンと税金の直接的な

対応関係を解明してこれを会計処理に反映させ

ることは、実務的には非常に難しいと考える。

保険契約におけるマージンは主に保険会社が引

き受けた保険リスクのレベルに基づいて決めら

れるが、ポリシーホールダー・タックスは単純

に保険契約者に付け替えるだけのパススルー・

コストだからである。

すべての法人所得税は間接費用であるという

D案の主張は的を得ていると思われる。また、

すべての企業が法人所得税を価格決定メカニズ

ムを通じて顧客に転嫁しているという考え方も

説得的である。しかしながら、参加型保険契約

に関する限りにおいては、投資された保険料か

ら得られる利得に課される税金（すなわちポリ

シーホールダー・タックス）がより直接的に保

険契約者に転嫁されているとも考えられる。ポ

リシーホールダー・タックスを履行キャッシュ・

フローに含めるほうが、投資家の意思決定によ

り有用な情報を提供でき、かつ、保険会社が負

担した本当の税金金額を財務諸表に忠実に表現

できるかもしれない。

英国課税庁のウェブサイトには保険会社の税

務申告に係るマニュアルが掲載されており、そ

のマニュアルにはポリシーホールダー・タック

スの課税ベースに関して、保険会社の本当の所

得ではなく、信託利益に準じるものであると説

明されている。すなわち、保険会社を信託の受

託者、保険契約者を信託の受益者になぞらえて、

ポリシーホールダー・タックスは経済的にはファ

ンド運用益の受益者である保険契約者に帰属す

るという考え方が紹介されている。英国課税庁

の説明は課税上の方便かもしれないが、会計基

準の設定に際しても検討に値する考え方ではな

いかと考える。すなわち、IAS第12号の適用

に際して、税金が信託利益に課される場合には、

そのような税金は法律上の納税義務者である受

託者ではなく、経済的な納税義務者である受益

者の費用として取り扱う。同様に保険契約が参

加型の特徴を持つ契約である場合には、保険会

社の機能が信託の受託者の機能に類似するので、

ポリシーホールダー・タックスは、法律上の納

税義務者である保険会社の費用ではなく、経済

的な納税義務者である保険契約者の費用と考え

るのである。

このような考え方は、A案を採用して IAS

第12号に新たな例外規定を設ける場合には、

この例外規定の理論的根拠となりうるし、また、

D案を採用して基準自体を改めない場合でも

IAS第12号の解釈において、一定のガイダン

スを提供するのではないかと考える。

146



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Photoshop 5 Default CMYK)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


